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要旨

中 ₁ギャップは小学校と中学校の接続間に生じる適応の課題である。本研究はこの解消

のために行われている「中学生と語る会」という中学校 ₁年生と小学校 ₆年生の関わる体

験活動（総合的な学習の時間）に注目し，その会の前後でどのような変化が起きるかを検

討することを目的とする。質問紙として中学校生活期待感と中学校生活予期不安さらに理

想の中学生像に関する質問，自由記述などの回答を会の前後に求めた。「中学生と語る会」

の参加によりｔ検定の検討の結果不安感が解消される因子が確認され，また期待と不安の

関係が会の前の負の相関関係から正の相関関係に転換することが確認できた。以上より，

「中学生と語る会」のような体験活動が漠然とした進学の不安感を具体的な緊張感に転換

できると解釈し，考察と今後の課題の検討を行っている。

キーワード

小学校体験活動，総合的な学習の時間，中 ₁ギャップ，ピアサポート，ソーシャルスキ

ル教育

１ ．問題と目的
いわゆる学校園間の接続時の不適応の可能性は古くより指摘されている。小学校の教育

課題を考えた場合，保育所や幼稚園から小学校に進学した直後に生じる「小 ₁プロブレム」

とともに，小学校から中学校に進学した直後に生じる「中 ₁ギャップ」の問題は学校園の

現場でも実感として大きなものであるし，文部科学省公刊統計の『生徒指導上の諸問題に

関する調査』でもはっきりと確認することができる課題である。課題意識や改善のための
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学校園の接続をめぐる連携を考える議論は多い。本研究では主に小学校のうちから中学校

進学後の学校生活に展望を持つことで中 ₁ギャップを改善するという発想を目指す。この

改善には様々な方法論があるといえるが，本研究では不登校児童生徒数減少に効果のある

異年齢間ピア・サポート活動に注目し，岡山県下の一部学校で行われている「中学生と語

る会」という小学校での体験活動に注目，その効果を測定し検討することを目的とする。

今日の学校現場では，学校における児童生徒の適応上の問題が課題となり，不登校の児

童生徒数も不登校出現割合も増加している。平成₂₉年度には，不登校児童生徒数は₁₄万人

を超え，全児童生徒数が減少する一方で，不登校児童生徒数の割合は上昇している。

年　度 全児童生徒数（人） 不登校児童生徒数（人） 不登校児童生徒の割合（％）

平成₂₅年度 ₁₀ ,₂₂₉ ,₃₇₅ ₁₁₉ ,₆₁₇ 1 .₁₇

平成₂₆年度 ₁₀ ,₁₂₀ ,₇₃₆ ₁₂₂ ,₈₉₇ 1 .₂₁

平成₂₇年度 ₁₀ ,₀₂₄ ,₉₄₃ ₁₂₅ ,₉₉₁ 1 .₂₆

平成₂₈年度  9 ,₉₁₈ ,₇₉₆ ₁₃₃ ,₆₈₃ 1 .₃₅

平成₂₉年度  9 ,₈₂₀ ,₈₅₁ ₁₄₄ ,₀₃₁ 1 .₄₇

図表 １．不登校児童の出現割合

中でも小学 ₆年生から中学 ₁年生への移行期である小・中学校間の連携・接続部分にか

けて不登校児童生徒数が増加している。全国では₁₇,₀₉₈人が岡山県でも₁₈₂人が増加して

おり，他の学年間に比べて中 ₁ギャップが存在することが分る。

一方，「小中一貫教育の導入状況調査」（文部科学省，₂₀₁₇）によると，全国の₇₂％の自

治体で，小・中連携教育を行っており，何らかの形で小・中連携が進められ，中 ₁ギャッ

プの解消へ向けた取り組みが進められている。総社市では，平成₂₂年度から「だれもが行

きたくなる学校づくり」（通称「だれ行き」SEL，協同学習，品格教育，ピア・サポート

活動など）とされている（総社市教育委員会，₂₀₁₅）に取り組み，不登校率低減に効果が

あった。

図表 ２．小 ６・中 １間接続の課題としての不登校
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ピア・サポート活動とは，「子どもたちが対人関係能力や自己表現能力等を身に付けるた

めに，教師の指導・援助のもとに，子どもたち相互の人間関係を豊かにするための学習の

場を，各学校の実態や課題に応じて設定し，そこで得た知識やスキル（技術）をもとに，仲

間を思いやり，支える実践活動である」と定義している。（日本ピア・サポート学会（₂₀₁₀）

http://www.peer-s.jp/idea.html）

なお，ピアサポート活動については同年齢間で行うタイプと異年齢間で行うタイプがあ

るが管見の限り小学校 ₆年生に対する異年齢のピアサポートを検証した研究は見つからな

かった。そこで，本研究では，総社市が独自に行なう異年齢間ピア・サポート活動「中学

生と語る会」という小学校での体験活動に注目し，小学 ₆年生の中学校生活に対する期待

感・不安感，理想の中学生像へどのような影響を与えるのかなどの効果を測定し検討する

ことを目的とした。

２ ．方法
（ １）小 ６体験活動としての「中学生と語る会」

「中学生と語る会」は，特別活動や総合的な学習の時間の一環として行われ，中学 ₁ 年

生が母校の小学校へ出向き，来年度中学校へ入学してくる小学 ₆年生と一緒に中学校生活

について語り合う会である。以下にプログラムを示す。

₁：₅₅　　開会・あいさつ

₁：₅₇　　生活の様子を中学生が説明

　　　　①時程（休み時間，朝読書の時間，授業時間）

　　　　②登下校（徒歩通学と自転車通学，ヘルメットの着用）

　　　　③校則（スマートフォン，ゲーム，お菓子を持ち込めないこと）

　　　　④学習（教科担任制，名前が変わる教科，テストのこと）

　　　　⑤委員会，生徒会

　　　　⑥部活（部活の種類，活動時間）

　　　　⑦学校行事（宿泊研修，チャレンジワーク，修学旅行、体育祭）

₂：₁₅　　班に分かれてフリートーク（₁₈グループ）

₂：₃₀　　中学校クイズ ₄問

　　　　（教科，部活，中学校の先生に関する質問）

₂：₄₀　　閉会・あいさつ

図表 3．「中学生と語る会」（平成30年 １ 月30日実施）のプログラム
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（ 2）調査の実施概要

調査協力者

総社市公立小学校 ₄校　小学 ₆年生₂₅₉人

質問紙調査時期

事前調査：₂₀₁₈年 ₁ 月下旬

事後調査：₂₀₁₈年 ₂ 月上旬

質問紙

測定には中学校生活期待感尺度（和田・小倉，₂₀₁₆），中学校生活予期不安尺度（南ら，

₂₀₁₁）を用いて測定・検証を行なった。また，「中学生と語る会」をより小学 ₆年生のニー

ズに合ったものとするため，理想の中学生像を調査した。中学校生活への不安感を低減さ

せる効果があり，中学校生活へ向けての意欲を高めたり，良好な人間関係を築くために自

分自身がどのように行動すればよいのかを学んだりすることができると考え，そのプログ

ラム自体を考察することとする。結論をまず言えば，小学 ₆年生の小学校から中学校への

移行を円滑にする効果が確認できた。質問紙の構成質問項目群を以下に示す。

（ ₁）中学校生活期待感尺度　　　　 ₃因子₁₂問 ₄ 件法

（ ₂）中学校生活予期不安尺度　　　 ₂因子₁₆問 ₄ 件法

（ ₃）理想の中学生像に関する項目　自由記述

３ ．結果と考察
（ １）事前・事後アンケートの比較

期待感と不安感について中学校生活への期待感に関しては，男女ともに「中学生と語る

会」の前後で比較のｔ検定を行った。中学校生活への不安感に関しては，男児で社会・文

化的不安因子に有意な差があった。また，女児に関しても，学校生活期待について₁₀%未

満の有意傾向がみられた。いずれも不安が下がり，期待が上がるという望ましい結果であ

るといえる。しかし，対人的不安に関しては，男女ともに有意な差つまり，望ましい影響

は確認できなかった。

次に，Ｘ軸に期待感とＹ軸に不安感の相関関係を散布図・近似曲線で見てみたい。項目

ごとに男女と前後比較を基に検討する。男女ともに散布図の事前調査において，「中学生

図表 4．対応のあるｔ検定による期待感と不安感の前後比較
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と語る会」の事前調査の結果である期待感が高まると不安感が低減する負の相関が示され

た。事後調査ではこれとは逆に，期待感が高まると不安感も高まるという正の相関を示し

た。

このことは，「中学生と語る会」は具体的に中学校の生活がイメージが付かなかったた

め，“期待ができない不安”か“期待するために不安を感じないか”のいずれかという感

情的な物であったといえる。一方で，「中学生と語る会」以降は“期待をしなければ不安

が無い”と“期待をすれば不安が生じる”という感覚に代わることを意味する。つまり，

多くの児童が“期待を持つうえでの緊張感として不安が高まる”とともに，適応課題があ

ると思われる“無気力に期待がなく不安も感じない”群に分かれることを意味すると解釈

できる。実施前後に中学校への“期待あがった”“不安が下がった”よりもこの不安が緊

張感に転換したと推測できる感覚に教育的意義を見出すことができるように思われる。

（ ２）理想の中学生像の変化

さて，今後の小学生の中学校進学の前向きさを推進していく上で，小学生はどのような

中学生になりたいのかについて理想を尋ねている。その「中学生と語る会」の前後の回答

特典の変化も含めて結果を見てみることにしよう。

男児では，事前から事後にかけて部活，規律，努力の ₃ 項目で回答の割合が上昇した。

一方，勉強，対人関係，その他については減少した。

 男子 女子
 Ｘ軸期待Ⅰ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅰ，Ｙ軸不安Ⅱ Ｘ軸期待Ⅰ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅰ，Ｙ軸不安Ⅱ

 Ｘ軸期待Ⅱ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅱ，Ｙ軸不安Ⅱ Ｘ軸期待Ⅱ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅱ，Ｙ軸不安Ⅱ

 Ｘ軸期待Ⅲ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅲ，Ｙ軸不安Ⅱ Ｘ軸期待Ⅲ，Ｙ軸不安Ⅰ Ｘ軸期待Ⅲ，Ｙ軸不安Ⅱ

図表 5．前後間による期待・不安相関の逆転現象（左 ２列男子，右 ２列女子）
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つまり，「その他」という曖昧さが減少し，努力や規律というもともとイメージしにく

い要素が強くなっていることが分る。

次に，女児では，努力とその他の ₂項目が上昇し，部活，規律，対人関係に関しては減

少した。

女児ではその他の減少はおきておらず，規律も増えてはいないが，努力が要素として増

していることが分る。

次に内訳を示す円グラフから前後の増減を把握しやすい棒グラフを示す。

図表 6．男子の理想の中学生像の変化（左，事前，右，事後）

図表 7．女子の理想の中学生像の変化
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男女での比較では，部活，勉強，規律の ₃項目で男児が女児を上回った。一方，対人関

係，努力，その他の ₃項目については女児が男児を上回った。

以上を概観すれば「中学生と語る会」は中学校を“楽しいところ”と把握するよりも“現

実的な緊張感を持つべき場”としての理解を促すきっかけとなったと評することができる。

４ 　総合考察
（ 1）期待感と不安感

ｔ検定において期待感が有意に上昇しなかった。₁₀₀人を超える回答者数を考えればデー

タ数の不足ゆえに有意差が示されなかったとは考えにくい。この成果がはっきりとしな

かった要因としては，一度の取組であったことと，ピア・サポーターが中学 ₁年生である

ことが考えられる。中学 ₁年生は，中学校へ入学して ₁年も満たないまま「中学生と語る

会」を迎えるため，中学校の魅力を網羅することができない。また，そもそも中学校 ₁年

生自身が現在の“中 ₁ギャップの課題の只中”といえる立場と考えられる。このことが小

学 ₆年生の期待感を高めることができなかったのだと考えられる。今後，例えば中学校 ₂

年生などとの交流の機会や複数回の関わりを持つと測定尺度の効果をより高めることがで

きるのかもしれない。

また，期待と不安の相関図では，女児の事後調査において中学 ₁年生の説明を聞いたり，

話をしたりすることで中学校生活への期待も高まるが，不安も大きくなったのだと考えら

れる。この性差について，女児のほうが男児よりも不安が高くなることはこれまでの研究

で示されている（和田・小倉，₂₀₁₆　三宅，₂₀₁₇）。ただ，ここでは不安（一般的には漠

然とした理由のない緊張感）と称したが，「中学生と語る会」後においては期待感との相

図表 8．男女の理想の中学生像の点数差の概要
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関が確認できた。期待ゆえの緊張感は不安というよりは建設的な緊張感という事も出来る

のかもしれない。緊張感も不安の心理的ストレッサーと捉えがちであるが，ひょっとした

ら今後は建設的で意味のある緊張感を小学校 ₆年生に課してていくことが，規律や努力な

どの適応につながる要素として注目してもいいのかもしれない。

（ 2）理想の中学生像とその変化について

理想の中学生像の「中学生と語る会」前後の変化について把握してみたい。男児も女児

も共に事前調査から事後調査にかけて，漠然としていた記述がより具体的な記述へと変化

していた。また，中学校生活への意欲が高まったと考えられる。

例えば，男児は規律「時間を守れる中学生になりたい。」が増えており，自由記述など

では「時計を見て行動できる中学生になりたい。」などの回答が増えた。また女児におい

ては対人関係「友だちの多い中学生になりたい。」が増えており，「話しかけられたら笑顔

で返事ができる中学生になりたい。」などの自由記述回答が見られた。「中学生と語る会」

は漠然とした不安から緊張感を具体的に増すことを促す効果があったといえる。当然，ス

トレッサーでありプレッシャーではあるので“適度な緊張感”が重要であるが，“ただ楽

しい”以外の要素が見られたことは事前に想定していなかったが有意義なことであるよう

に感じられる。

また，小学 ₆年生の多くは，中学校生活の部活，勉強に関心を持っていることが分かっ

た。男児は規律，女児は対人関係に関心を持っている児童が多くなっていた。努力に関し

ても，一定数の児童が関心を持っていることから，小学 ₆年生のニーズに沿って「中学生

と語る会」の内容を変化させるべきであると考えた。

（ ３）今後の課題

「中学生と語る会」をより効果的にするために以下の ₃点の改善を提案したい。

一点目は「中学生と語る会」の質を保つためピア・サポーターの中学生選定選出方法を

立候補制とする。また，中学校 ₂年生以降の参加の効果も今後検討してみれば有効であろ

う。

二点目は小学 ₆年生が興味・関心に沿った話を聞くために，場の構造化を図ることであ

る。例えば構成的エンカウンターグループのように時間や目的・目標の枠組みは決めつつ

もワークショップの個々の内容をプログラムとして詳細化する課題である。これにより，

今回数量評価したような期待や不安などの特定の課題に介入する体験活動を演出できると

展望できる。

三点目は「中学生と語る会」の後の不安を解消するために，小学校担任と中学校教師の

によるフォローアップを行うことである。これについては今回の実践参加で充分に測定で

きなかったが，現場では当然のように行われていることであるように感じる。前後比較を

行ったわけであるが，もう少し後にどのような変化があるのか，また参加者が中学校進学
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後にどのように変化するのか，測定指標を教師の参考データとして取り組めば，よりきめ

細かな対応につながるとも考えられる。

最後になったが今後は，異年齢間ピア・サポート活動「中学生と語る会」が中学 ₁年生

のピア・サポーターにもたらす影響についても調べていき，より効果的なプログラムを検

討したい。
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〇三宅幹子　₂₀₁₇「小学 ₆年生における中学校生活に対する期待と不安」

〇文部科学省　₂₀₁₈「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査 （速

報値）」

〇文部科学省　₂₀₁₇「小中一貫教育の導入状況調査について」

〇文部科学省　₂₀₁₂「小・中学校間の連携・接続に関する現状，課題認識」

〇中尾亜紀・戸田有一・宮前義和　₂₀₀₈「日本の学校におけるピア・サポートの体系的な

理解の試み」

〇仲律子　₂₀₁₃「大学におけるピア・サポート活動について −鈴鹿国際大学での発達障害

や精神障害の学生への支援を中心として−」

〇日本ピア・サポート学会　₂₀₁₀「ピア・サポートの理念」http://www.peer-s.jp/idea.html

（₂₀₁₈.₁₂.₁₀閲覧）

〇岡山県教育庁義務教育課　₂₀₁₄　「児童生徒の問題行動党生徒指導上の諸問題に関する

調査結果について（概要）」

〇総社市教育委員会　₂₀₁₅「だれもが行きたくなる学校づくり入門」

〇和田邦美・小倉正義　₂₀₁₆「小中移行期における児童の学校適応感に関する研究 −中学

校生活への期待感・不安感に着目して−」

附記
本研究は第一執筆者の指導のもと第三執筆者が作成した平成₃₀年度卒業論文を第二執筆

者が論文として再構成したものである。初等教育学会助成を受け平成₃₁年 ₁ 月の日本学校

改善学会第 ₂回大会において筆者である学生メンバーで口頭発表を行うことができた。心

よりお礼を申し上げます。




